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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年7月18日(2019.7.18)

【公表番号】特表2018-521350(P2018-521350A)
【公表日】平成30年8月2日(2018.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2018-029
【出願番号】特願2017-564900(P2017-564900)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  27/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/124    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/122    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/64     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   27/02     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    6/124    　　　　
   Ｇ０２Ｂ    6/12     ３６１　
   Ｇ０２Ｂ    6/122    　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/64     ５１１Ａ
   Ｇ０２Ｂ    5/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月14日(2019.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイシステムであって、
　導波路スタックと、
　多重化された光流を前記導波路スタックの中に指向するように構成された画像投入デバ
イスであって、前記多重化された光流は、
　　第１の波長および第１の偏光を有する第１の光流と、
　　第２の波長および第２の偏光を有する第２の光流であって、前記第２の波長は、前記
第１の波長と異なり、前記第２の偏光は、前記第１の偏光と異なる、第２の光流と
　を備える、画像投入デバイスと
　を備え、前記導波路スタックは、
　　前記第１の波長および前記第１の偏光を有する光を選択的に再指向することによって
、前記第１の光流を選択的に内部結合し、かつ、前記第２の光流を伝送するように構成さ
れた液晶内部結合光学要素を備える第１の導波路と、
　　前記第１の偏光を有する光に対して透過性でありながら、前記第２の波長および前記
第２の偏光を有する光を選択的に再指向することによって、前記第２の光流を選択的に内
部結合するように構成された液晶内部結合光学要素を備える第２の導波路と
　を備える、システム。
【請求項２】
　前記内部結合光学要素は、回折構造である、請求項１に記載のシステム。
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【請求項３】
　前記内部結合光学要素は、透過性状態と能動的光再指向状態との間で切替可能である、
請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記内部結合光学要素は、メタ材料を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の全てを前記導波路に同時に提
供するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の少なくとも一部を異なる時間
に前記導波路に提供するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記画像投入デバイスは、走査光ファイバである、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記画像投入デバイスは、光変調デバイスを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記導波路スタックは、頭部搭載型ディスプレイの接眼レンズ内に含まれる、請求項１
に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記導波路スタックは、前記導波路内を伝搬する前記内部結合された第１の光流を出力
するように構成された外部結合要素を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記外部結合要素は、少なくとも１つの軸に沿ってアイボックスの寸法を増加させるよ
うに構成された第１の群の光再指向要素を備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記外部結合要素は、前記少なくとも１つの軸に直交する軸に沿って前記アイボックス
の寸法を増加させるように構成された第２の群の光再指向要素を備える、請求項１３に記
載のシステム。
【請求項１５】
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える液晶偏光格子を備える、請求項１に記
載のシステム。
【請求項１６】
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶偏光格子を備える、請求項１に記載の
システム。
【請求項１７】
　ディスプレイシステムであって、
　導波路スタックと、
　多重化された光流を前記導波路の中に指向するように構成された画像投入デバイスであ
って、前記多重化された光流は、異なる光特性を有する複数の光流を備える、画像投入デ
バイスと
　を備え、
　前記導波路スタックのうちの第１の導波路は、１つまたは複数の他の光流に対して透過
性でありながら、前記光流の第１のものを選択的に内部結合するように構成された第１の
内部結合光学要素を備え、
　前記第１の内部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶層を含む、
　ディスプレイシステム。
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【請求項１８】
　１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第２のものを選択
的に内部結合するように構成された第２の内部結合光学要素をさらに備え、前記第２の内
部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶の層を含む、請求項１７に記載のディスプレイ
システム。
【請求項１９】
　前記第２の内部結合光学要素は、前記第１の内部結合光学要素にわたって配置される、
請求項１８に記載のディスプレイシステム。
【請求項２０】
　１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第３のものを選択
的に内部結合するように構成された第３の内部結合光学要素をさらに備え、前記第３の内
部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶の層を含む、請求項１７に記載のディスプレイ
システム。
【請求項２１】
　前記第３の内部結合光学要素は、前記第２の内部結合光学要素にわたって配置される、
請求項２０に記載のディスプレイシステム。
【請求項２２】
　前記導波路は、頭部搭載型ディスプレイの接眼レンズ内に含まれる、請求項１７に記載
のディスプレイシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本明細書に説明される主題の１つまたは複数の実施形態の詳細は、付随の図面および以
下の説明に記載される。他の特徴、側面、および利点は、説明、図面、ならびに請求項か
ら明白となるであろう。以下の図の相対的寸法は、正確な縮尺で描かれない場合があるこ
とに留意されたい。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　ディスプレイシステムであって、
　導波路と、
　多重化された光流を前記導波路の中に指向するように構成された画像投入デバイスであ
って、前記多重化された光流は、異なる光特性を有する複数の光流を備える、画像投入デ
バイスと
　を備え、前記導波路は、１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記
光流の第１のものを選択的に内部結合するように構成された内部結合光学要素を備える、
システム。
（項目２）
　前記導波路は、導波路のスタックの一部であり、前記導波路のスタックは、１つまたは
複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第２のものを選択的に方向転換
するように構成される内部結合光学要素を備える第２の導波路を含み、前記導波路の内部
結合光学要素は、前記光流のうちの少なくとも１つを前記第２の導波路の内部結合光学要
素に伝送するように構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目３）
　前記内部結合光学要素は、回折構造である、項目１に記載のシステム。
（項目４）
　前記内部結合光学要素は、液晶材料を備える、項目１に記載のシステム。
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（項目５）
　前記内部結合光学要素は、透過性状態と能動的光再指向状態との間で切替可能である、
項目１に記載のシステム。
（項目６）
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える、項目１に記載のシステム。
（項目７）
　前記内部結合光学要素は、メタ材料を備える、項目１に記載のシステム。
（項目８）
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える、項目１に記載のシステム。
（項目９）
　前記光流は、異なる波長、異なる偏光、またはそれらの組み合わせを有する、項目１に
記載のシステム。
（項目１０）
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の全てを前記導波路に同時に提
供するように構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目１１）
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の少なくとも一部を異なる時間
に前記導波路に提供するように構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目１２）
　前記画像投入デバイスは、走査光ファイバである、項目１に記載のシステム。
（項目１３）
　前記画像投入デバイスは、光変調デバイスを備える、項目１に記載のシステム。
（項目１４）
　前記導波路は、頭部搭載型ディスプレイの接眼レンズ内に含まれる、項目１に記載のシ
ステム。
（項目１５）
　前記導波路は、前記導波路内を伝搬する前記内部結合された第１の光流を出力するよう
に構成された外部結合要素を備える、項目１に記載のシステム。
（項目１６）
　前記外部結合要素は、少なくとも１つの軸に沿ってアイボックスの寸法を増加させるよ
うに構成された第１の群の光再指向要素を備える、項目１５に記載のシステム。
（項目１７）
　前記外部結合要素は、前記少なくとも１つの軸に直交する軸に沿って前記アイボックス
の寸法を増加させるように構成された第２の群の光再指向要素を備える、項目１６に記載
のシステム。
（項目１８）
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える液晶偏光格子を備える、項目１に記載
のシステム。
（項目１９）
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶偏光格子を備える、項目１に記載のシ
ステム。
（項目２０）
　ディスプレイシステムであって、
　複数のスタックされた導波路であって、各導波路は、内部結合光学要素を備える、複数
のスタックされた導波路と、
　多重化された光流を前記複数のスタックされた導波路の中に指向するように構成された
画像投入デバイスであって、前記多重化された光流は、異なる光特性を有する複数の光流
を備える、画像投入デバイスと
　を備え、各導波路は、前記複数の光流のうちの１つまたは複数の他のものに対して透過
性でありながら、前記複数の光流のうちの１つまたは複数のものを選択的に内部結合する
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ように構成されている、システム。
（項目２１）
　前記内部結合光学要素は、回折構造である、項目２０に記載のシステム。
（項目２２）
　前記内部結合光学要素は、液晶材料を備える、項目２０に記載のシステム。
（項目２３）
　前記内部結合光学要素は、透過性状態と能動的光再指向状態との間で切替可能である、
項目２０に記載のシステム。
（項目２４）
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える、項目２０に記載のシステム。
（項目２５）
　前記内部結合光学要素は、メタ材料を備える、項目２０に記載のシステム。
（項目２６）
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える、項目２０に記載のシステム。
（項目２７）
　前記内部結合光学要素は、ＰＢＰＥ構造を備える液晶偏光格子を備える、項目２０に記
載のシステム。
（項目２８）
　前記内部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶偏光格子を備える、項目２０に記載の
システム。
（項目２９）
　前記異なる光特性は、それぞれ異なる波長、それぞれ異なる偏光、またはそれらの組み
合わせを備える、項目２０に記載のシステム。
（項目３０）
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の全てを前記導波路に同時に提
供するように構成されている、項目２０に記載のシステム。
（項目３１）
　前記画像投入デバイスは、前記複数の光流のうちの光流の少なくとも一部を異なる時間
に前記導波路に提供するように構成されている、項目２０に記載のシステム。
（項目３２）
　前記画像投入デバイスは、走査光ファイバである、項目２０に記載のシステム。
（項目３３）
　前記画像投入デバイスは、光変調デバイスを備える、項目２０に記載のシステム。
（項目３４）
　前記複数のスタックされた導波路は、頭部搭載型ディスプレイの接眼レンズ内に含まれ
る、項目２０に記載のシステム。
（項目３５）
　各導波路は、前記導波路内を伝搬する前記複数の光流のうちの前記内部結合された１つ
または複数の流を出力するように構成された外部結合要素を備える、項目２０に記載のシ
ステム。
（項目３６）
　ディスプレイシステムであって、
　導波路と、
　多重化された光流を前記導波路の中に指向するように構成された画像投入デバイスであ
って、前記多重化された光流は、異なる光特性を有する複数の光流を備える、画像投入デ
バイスと
　を備え、
　前記導波路は、１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第
１のものを選択的に内部結合するように構成された第１の内部結合光学要素を備え、
　前記第１の内部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶層を含む、
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　ディスプレイシステム。
（項目３７）
　１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第２のものを選択
的に内部結合するように構成された第２の内部結合光学要素をさらに備え、前記第２の内
部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶の層を含む、項目３６に記載のディスプレイシ
ステム。
（項目３８）
　前記第２の内部結合光学要素は、前記第１の内部結合光学要素にわたって配置される、
項目３７に記載のディスプレイシステム。
（項目３９）
　１つまたは複数の他の光流に対して透過性でありながら、前記光流の第３のものを選択
的に内部結合するように構成された第３の内部結合光学要素をさらに備え、前記第３の内
部結合光学要素は、メタ表面を備える液晶の層を含む、項目３６に記載のディスプレイシ
ステム。
（項目４０）
　前記第３の内部結合光学要素は、前記第２の内部結合光学要素にわたって配置される、
項目３９に記載のディスプレイシステム。
（項目４１）
　前記導波路は、頭部搭載型ディスプレイの接眼レンズ内に含まれる、項目３６に記載の
ディスプレイシステム。
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